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※警察省統計、厚生労働省人口動態調査結果をもとに作成

※この人数には熱中症
　は含まれません。家庭内の不慮の事故

による死亡者数 13,708人

2,839 人

道路交通事故
による死亡者数

4.8倍

※

2021年の交通事故死者数は2,636人で統計開始以来最小となりました。一方2020年の家屋内事故死者数は
13,708人（家屋内熱中症は含まれず）となっており、一向に減っていく兆しが見られません。

私たちは健やか住まい方で健康長寿の実現を目指しています。
NPO法人 日本健康住宅協会は、特定非営利活動にて住まい手に寄り添う活動集団です。

■本部
〒532-0011 大阪市淀川区西中島5-7-19 第7新大阪ビル601　

商品やサービスを通して利益を上げることは、企業発展の大きなファクターです。一方、利益を上げることを目的としていない活動に参画
し、社会性の高いテーマに取り組む姿勢も、顧客にとり、魅力的で頼れる企業である事がさりげなくアピール出来、大きな信頼感となります。

TEL06-6390-8561　FAX 06- 6390-8564

http : //www.kjknpo.com
https://www.just.st/310072

jk-honbu@310072.r.just.stへ空メールを送信

kjk -honbu@kjknpo .com

社会と繋がる窓口ともなる特定非営利活動

ホームページ

e-mail

携帯版ホームページ

健康ネット 無料入会受付中

NPO法人

日本健康住宅協会
ご案内

NPO法人

日本健康住宅協会
ご案内

有害物質による
不慮の中毒及び
有害物質への曝露

39.8%
23.5%

17.6%

2.0%
5.3%

不慮の溺死
及び溺水

その他の
不慮の窒息

転倒・転落・墜落

その他

煙、火及び
火災への暴露

※警察省統計、厚生労働省人口動態調査結果（2020年）

約57%が住環境悪化に関係しており、
健康住宅アドバイザーの指南範囲です。
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約57%が住環境悪化に関係しており、
健康住宅アドバイザーの指南範囲です。

家屋内事故の死因内訳（2020年） 家屋内事故と道路交通事故での死亡者数比較

家屋内事故を減らすことが急務

住環境悪化を招かない暮らしとは
ヒヤリハットの原則を引用すれば、住環境での29件のダメージと300件のストレスが住環境悪化を招き、重篤な１件
の事故に繋がっています。これは総事故件数の6割を超す割合となっています。このダメージやストレスを招いている
原因物質が化学物質、埃、カビ、ダニ、などであり、要因要素が換気不足、暑寒、騒音、明暗やグレアになります。

病症はDNAと環境が大きく関係し
ます。ここでいう環境は、食環境と住
環境の二つに大別できます。食環境
の改善は特定検診などでの検査結
果から、栄養士や保健士から指導を
受けます。住環境悪化を招いている
暮らし方も改善するには食環境改善
と同等な仕掛けが必要になります。 　

人へのダメージ＆ストレス影響メカニズム

ダメージ ストレス 原因物質や原因要素

DNA 環 境

食環境
（食育）

住環境
（住育）

ニッセイ
新大阪ビル

からくさホテル
グランデ新大阪タワー

リクルート
新大阪ビル

ローソン 大阪こども専門学校

東横 INN新大阪

ローソン

ローソン

トヨタ 北おおさか
信用金庫 ENEOS

大阪歯科衛生学院
専門学校モス

バーガー

ファミリー
マート

ファミリー
マート りそな銀行

ホテル
マイステイズ

新大阪

ユニゾイン
新大阪

グルメ
シティ

デイリー
ヤマザキ

コンフォートホテル新大阪

コメダ珈琲店

Times

新大阪
ワシントン
ホテルプラザ

至新
神戸

山陽
新幹

線
JR 新

大阪
駅

1F 正
面口

至京
都

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線

J
R
京
都
線

至十三

至梅田 至大阪

至千里中央

至京
都河
原町西

中
島
南
方

阪急京都線

新
大
阪 アクセス

・地下鉄御堂筋線「西中島南方」駅
  北出口より 徒歩 7分

第７新大阪ビル 6F
（1F 海鮮・炉端おどりや）

・JR「新大阪」駅中央口より
  徒歩8分
・阪急京都線「南方」駅 徒歩 9分

・東隣にTimes駐車場有り

南 方

「健康住宅協会」は
特定非営利活動法人日本健康住宅協会の登録商標です。
健康住宅協会：登録第5339103号



「4つの住環境」と「3つの防除対策」

空気環境

健やかな
住まい方

4つの住環境と3つの防除対策にそれぞれの研究部会を立ち上げ、
住まい方に関する指数作成・根源追求・検証実験などの
研究・報告活動を行っています。

空気環境 温熱環境 光視環境 音振動環境

4つの住環境 3つの防除対策

防  露 防カビ 防  虫
シックハウスの原因
物質を再確認し、そ
れらの摂取や被曝量
を極力少なくする生
活を実現する。

水蒸気由来と温度
差由来による生活
型結露についての
認知度を高め、発生
要因分類毎の対策
の実用化を図る。

シックハウスやアレ
ルギー発症を防ぐ
防カビ対策と室内
浮遊粉塵を抑制で
きる生活の実用化
を図る。

室内侵入微小虫の
有害・無害を簡単に
見極める術を身に
付け、健康被害を出
さない防虫方法の
実用化を図る。

心と体の健康面を
取り入れたあかりと
ひかりのコントロー
ルを実現し、ダメー
ジ解消の配慮策を
実現する。

建物内音振動の概
念化と不快音振動
への対策具現化、音
振動の健康的活用
を実現する。

ヒート＆コールドダ
メージの対処方法
の具現化から快適
温湿度環境を実現
する。

健康住宅
ディレクター

健康住宅
スペシャリスト

４つの住環境にリノベーションを加えた５つの専門
資格です。健康配慮住宅認証制度に資格者として
記名押印ができます。

健やか住まい方を、提案や指導するための資格で
す。協会が保有する各種サービスが無償で利用
できます。

健康住宅アドバイザー研修関連の講師役ができ
る制度です。企業や地域で健康住宅アドバイザ
ーを養成したり、協会主催の各種健康セミナー
の開催などもできます。

健康住宅
アドバイザー

防カビ 防 露

防 虫

温熱環境

音振動環境 光視環境

協会が保有する3つの資格に加え、
各種健康配慮のシステムやツールが制度化されており、
参加企業の教育システムへ融合しやすいよう開発されています。

資格のマスター

住環境の診断士

暮らしのカウンセラー

４つのBelief

協会活動の趣意

私たちは健やか住まい方で
健康長寿の実現を目指しています。

���������������������… 私たちは健やかに住まうノウハウを無償でお届けしています。

会員や企業の啓発・成長に向けて

ハウスメンテナー資格制度

住まい手の知識向上に向けて

研究活動

人材育成

情報発信
長年蓄積してきた健康住宅のノウハウを各種制度とし、
会員または企業が有効活用できる仕組みとして提供しております。
会社や商品のブランド化を図るための1ステップとしてご活用ください。

◉ 各種健康配慮住宅認証制度

◉ 講師派遣・講演会プログラム

◉ 健やか住まい方シンポジウム

◉ 健康住宅相談コーナー

◉ 住まいの現代病Q&A
４つの住環境と3つの防除対策毎に代表される住まいに関する
現代病の原因と対策をまとめています。

◉ 健康ネット
季節毎に起きる環境変化での注意点や住まい方を携帯電話へ
配信して警鐘しています。

◉ 次世代健康FORUM
住育の日（10/19）に健康に関係した制度や研究成果、会員商
品などを紹介します。
◉ Web講演会
健康住宅の日（6/20）に健康に関係したVTRをYouTubeへ投
稿し、健やか住まい方を紹介しています。

NPO法人日本健康住宅協会では、「健康住宅」を健康に住み続けることのできる“性能”や“設備”を備え、住
む人が健やかな住まい方をしている住宅と定義しています。住宅は省エネ法や品確法の改訂に伴い、性能や設備が
高性能化しています。その変遷に伴い、性能や設備が高性能化しています。その変遷に伴う相応しい住まい方を研鑽、研

究し、住まい手に届けることで、提供した商品やサービスの価値を最大限活用してもらえることにもなります。これは今もな

お増え続けて止まない住宅内での事故を抑制することにも繋がります。

建築物省エネ法の変遷は住環境に大きな影響を与えています。人が健やかに住まう為には、この変遷に相応しい住ま
い方の必要もあります。また、気候変動やメンテナンス不足などでも悪影響をお越します。この環境変化に順応してい
く為、検証などで多くのエビデンスを用意しています。また、これを“健やか住まい方”として住まい手が利用できる対
応マニュアル化もしています。

人の健康に影響を与える住性能は建物や設備の性能もさることながら、方位や間取りなども影響します。“各種配慮
住宅認証制度”は個々の新築住宅毎に住性能を測定評価します。これは住まい手に利点として説明し易くなります。ま
た、お住まい中の住性能を測定し、ダメージやストレスを評価する“住まい環境の安心評価システム”も用意しており、
リノベーションの動機付けにも役立ちます。

“ハウスメンテナー資格制度”にある資格者は難しい試験に合格するだけでなく、知識を最新なものとする仕組みでス
キルUPを図っています。また、“研究部会や事業部会”に1年間の委嘱制度を設け、参加企業から参加し活動していき
ます。同業種のみならず異業種を交えた集団で、上下関係もない意見交換をします。垣根を越えた発想とアイディアを
生みだす力や説明力も啓発します。

�������������
�� �����������… 私たちは日常生活を健やかなものとする指南役を養成してます。 


������	����������
�����… 私たちは住環境の変遷に柔軟に対応し検証していきます。

���
��������
���	�������������… 私たちは住環境を可視化し安心感を醸成しています。

4つの住環境に特化された新築住宅の環境状態の測定・診断・評
価をします。リノベーションに対応した認証制度も用意しています。

企業で実施するイベントへ講師を派遣、プログラムの立案、説
明会を支援します。

1年間の研究や事業活動の成果を交流会形式で発表し、参加
企業へ内容を共有化します。

住まい手の健康住宅に関係した問題などに電話にて応答してい
ます。公共機関、会員企業、健康住宅アドバイザーを介しての相
談も受付けています。

～私たちは4つの信念を以て活動しています～

�

�

�

�

Web上で公開している“住まいの現代病Q&A”では７つのカテゴリーで350問の疑問を想定し、住まい手の不安を
解消する回答を用意しています。また、“健康ネット”は季節の変わり目に起きがちな環境変化に対する注意点や住ま
い方を携帯電話へ配信しています。住まい手の知識向上は正しい取扱や勘違いによるクレーム回避へと繋がります。


